




























きる。とくに顕広の神祇伯就任以前の日記などは、伯を世襲する伯家にとって重要でないだけでなく、ともすれば正統性を疑わせる記述もあったこ が想像されるのである。このことは決して『顕広王記』の史料的価値を損ねるものでは が、かかる日記についても史料批判の必要を改めて認識させ あり、今後さらに検討が必要だろう。
なお、今回の翻刻では、原本の欠損部の一部に、写本には記事が残る








代記」を補訂、奥書を加えた人物で る。曾根氏の推測通り白川本の筆者が雅喬王であり 白川本が自筆原本を直接筆写したものである すれば、 原本からこれら 記事 失わ たのは十七世紀以降 ことになろう。
さて、今回紹介する承安四年から治承二年という時期は、顕広王に






たことから大問題となる。 『愚昧記』の同日条では、これについて衆徒が内裏門前まで迫って ので、武士は「不堪其責、射払衆徒」と うのだ 、 『顕広王記』では「依
　
院宣射之」とあり、後白河院の衆徒に
対する強硬な姿勢がうかがえる。強訴の発端についても、 『玉葉』 （三月廿一日条）などに見える、加賀国目代による白山（延暦寺末寺）領焼き討ちに加え、 「大津神人貯物」の押し取りという事実が見えるのは、強訴の背景 日吉社大津神人の経済活動の拡大と、山門による保護という問題があったことを示すもので興味深い。
同月二十八日には、 安元大火 （太郎焼亡） と称される大火災が発生し、
大極殿以下平安京の中心部が焼失した。顕広は、 これを日記本文 は 「焼
	





















延暦寺衆徒の動きが活発になる。後白河院 四月 強訴 責任者とし天台座主明雲を捕らえ、配流 処すことを決定する。これに対し、反発した衆徒は再び強訴 構 をみせ、院は武士 命じて内裏 防衛を固めさせた。五月十四日条には 「凡張陣突楯之躰同孚囚之地 当時如合戦庭」とあり、 京都市中の緊迫した空気 感じられ 結局二十一日になって、朝廷は明雲の伊豆国配流を決定するが 二十三日、明雲は護送中に衆徒によって奪い返される。これに激 く怒った院は、ついに延暦寺攻撃を決意し、平重盛・宗盛の両大将を召して、坂本 固めるよう命を下す。ここで返答に窮した重盛・宗盛兄弟が、父清盛の意向を尋ねるよう遁辞を述べ、使者が福原に遣わされ のは、 『顕広王記』 （廿四日条）によってはじめて知られる事実である。翌日になって上洛した清盛は 八日、 院と会談、 延暦寺攻撃は不可避の情勢となる。ところが 六月一清盛によって西光や藤原成親ら院近臣が一斉 逮捕され、状況は一変する。延暦寺攻撃は沙汰止みになり、明雲の配流は取り消 て召し返された。この事件の原因に関しては諸説あるが、六月五日条には「寄事於大衆謀、欲誅禅定相国云々」とある。近臣等が大衆攻撃を口実 清盛を
討とうと計画していたというのであり、真偽の程はわからないが、リアルタイムに記された証言としてはきわめて貴重なものといえるだろう。
最後に、 今回の翻刻は、 二〇〇五年十一月より二〇〇八年一月にかけ、




（）	 遠藤基郎「年中行事認識の転換と﹁行事暦注﹂ 」 〔十世紀研究会編『中世成立
期の政治文化』東京堂出版、一九九九年〕 。
（
（）	 大日方克己「五月五日節―律令国家と弓馬の儀礼―」 〔 『古代国家と年中行事』
吉川弘文館、一九九三年、のち講談社学術文庫、二〇〇八年〕 。
（
（）	 承安四年十一月廿六日条では 行事暦注の「賀茂臨時祭」につづけて、 「使武
蔵中将平知盛朝臣也」と日記本文が記されているように 行事暦注が日記本文に利用されている場合もある。こうしたことも 自筆原本だからこそわかる興味深い事実といえるだろう。
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亭次云々、此事無謂、昨夕右少弁消息云、在京中臣官人可注給、任有被尋事也者、随権大祐永親申在 之由 無其左右 籠兼康之条、不知子細歟、如何、





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































門督 ・ 別当 ・ 左兵衛督、 参議朝方 ・
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































五六人有車前後、召居御前、被問盗犯之秘術等 各申状神妙歟、仍令入興御、数刻御対面 及晩景被返遣本検非違之許了、 盗人乗車以之為始、 近龍顔放種々秘術 可云奇異、弥強盗群発之基也、可云天下滅亡、
廿八日丁巳
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